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陽南中の状況について
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〇 出席率（不登校からの復帰）

〇 学力（学習状況）

〇 クラブ活動（スポーツ・芸術文化）

〇 行事（体育大会・宿泊研修）充実

〇 総合的な学習の時間等拡充

R4～R6現在までの期間、右肩上がりの内容

生徒数 496名 学級数18学級



学校経営について

第14回 研究発表会 全体会 11月8日 岐阜市立陽南中学校 3

 生徒主体の教育
・学びたい学校（生徒）無限の可能性を広げ伸ばす

・働きたい学校（教職員）

・応援したい学校（保護者・地域）

 未来を自ら拓く力を付ける教育
⇒学校の教育目標の3つの不易の力（知・徳・体）

 いのちの教育
・生命の尊厳、よりよく生きる生き方

 平和の実現を追求する教育
・平和で幸せな社会の実現を担う次世代を育成すること



学校経営構想について
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付けたい力を付ける教育
「未来を自ら拓く力」を付ける

生徒主体の教育
「生徒を真に学びの主体」とする

いのちの教育
「生命の尊厳･よりよく生きる」を土台

平和教育
「平和で幸せな社会の実現」の追求



「平和の実現への決意」を表した学年合唱
（R6.9.12 広島・平和記念公園）
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大地讃頌

よろしくお願いします



未来を拓く力を付ける学校経営 改善❶
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すべての教育活動の目的を
「わかる （知）」
「やりきる（体）」
「助けあう（徳）」
の学校の教育目標の

3つの力を付けることにシフト

全教育活動、全教職員が同じベクトルで生徒
に力を付ける効果的効率的な仕組みの工夫
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未来を拓く力を付ける学校経営 改善❷
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S1 4,5,6月.   →やってみる【体育大会】縦割り団

S2 7,8,9月.   →鍛え合う 【野外活動】山,海,世界

S3 10,11,12月 →高め合う 【文化交流会】

S4 1,2,3月.   →誇りをもつ【文化継承の会】

Ｓ４制（ターム制）と行事の見直し

個と集団の力を効果的に高める年間の
教育課程の創造



野外活動の「構造」＆生きる力と支える3要素

国際社会
平和学習
（3年YK）

自然【山】
地域社会研修
（1年YK）

自然【海】
漁村（キャリア）研修

（2年YK）

確かな学力
豊かな人間性
健康・体力

・知識・技能
・思考力・判断力・表現力
・学びに向かう力・人間性

生きる力

野外学習YKの「改善点・工夫点」→明快なねらいの設定

【全体目標の明確化】 生きる力（わかる、やりきる、助けあう）の育成、旅行・集団宿泊的行事の資
質・能力の3観点、年間の教育課程、学年の発達段階や実態を踏まえ、全体で「付けたい力」（こんなYKに
したい）をダイナミックに創造する。（重点化、精選、拡大化、強調、軽重、偏重など）

地理・環境軸（身近→世界）
時間軸 （過去→未来）
 ヒト、モノ、事軸（自存→共存）
の発展性等

【具体的活動の見直し・工夫とそのねらいの明確化】 上記の全体目標から、条件設定（時間、場所、
もの等）かつ活動内容を検討する。（精選、廃止、新規生み出し、拡大など）
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未来を拓く力を付ける学校経営 改善❸
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未来を拓く力を付ける学校経営 改善❹

第14回 研究発表会 全体会 11月8日 岐阜市立陽南中学校 10

ルール＝規律、規範

リレーション＝親和的な人間関係

ルールとリレーションの学級経営

満足型の学級づくりで学力アップと不登
校対策を図る

規範を重んじながらも一律ではない多様
性を認め合う温かさのある学級づくり
↓        



未来を拓く力を付ける学校経営 改善❺
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総合的な学習の時間（インテンシブ学習）の拡充

教師版インテンシブ学習の取組
多種多様な分野で活躍する地域，県内，国内，世界の方々の特別授業を通して，学校では学
ぶことができない専門的な知識・技能を習得したり，自分の興味・関心を広げたり，職業
観・勤労観を養ったりすることができる体験型学習活動。
令和５年度の 「教師版インテンシブ」は2日間4コマでのべ９０講座（講師101名）開講。
令和６年度は、 〃 2日間4コマでのべ８４講座開講。

今年度（R5年度）実施された全国学力学習状況調査の生徒質問紙において「将来の夢や目標を持っ
ていますか」に対する回答は５６．８％であった。これは３年生に限ったことではないと捉えており，本校
の生徒は真面目に学習や部活等に取り組んでいるが，全生徒が将来への目的意識をもって取り組んで
いるわけではないことに大きな課題を感じている。そこで本年度は上記の「教師版インテンシブ」を２回
開催することに加え，岐阜市が実施している「ぎふMIRAI’s」の活動に１００％参加したり，校外に出てホ
テルやSDGｓを推進している企業の方の話を聞いたり，体験活動をしたりすることを通して，生徒が専門
的な知識・技能を習得したり，職業観やプロの生き方を学び，自己の興味関心を広げたり，生き方を考
えるきっかけとすることができるような教育課程を組んだ。～
「夢や希望をもつよい機会となった」と回答した生徒の割合は９４％であり，大変効果のある教育活動
であることが分かる。将来の夢をもつためには，まず世の中を知ることが大切だと考える。～



未来を拓く力を付ける学校経営 改善❻
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日課の基本→A日課（B日課）

時数→標準時数を超えた時間の削減

日課の固定化と＋α時数の削減

複数の異なる日課の廃止→生徒の安定と向上
時数の削減→部活動の生み出し、働き方改革


